
第 11 号                           平成 27年 7 月 6日（２）

★
情
報
交
換

情
報
提
供
に
続
き
、
参
加
し
た
各

県
連
か
ら
の
現
状
報
告
や
問
題
提
起

に
基
づ
く
議
論
も
行
い
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
◆
計
画
相
談
の
課
題

◆
GH
立
地
の
問
題
、
◆
県
の
障
害

害
福
祉
施
策
問
題
、
◆
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
と
施
設
利
用
問
題
、
◆
支
援
区

分
と
利
用
制
限
問
題
、
◆
家
賃
補
助

格
差
問
題
、
◆
３
ケ
月
問
題
、
◆
補

足
給
付
費
減
額
問
題
、
社
会
福
祉
法

人
運
営
問
題
、
県
連
活
動
活
性
化
支

援
問
題
、
他
障
害
団
体
と
の
連
携
問

題
、
第
11
回
全
国
大
会
in
神
奈
川
の

現
状
報
告
等
多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た

が
、
引
き
続
き
今
後
の
活
動
の
中
で

こ
れ
ら
の
意
見
を
活
か
し
て
い
く
こ

と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
全
施
連
の
名
称
変
更
の
提

案
は
、
活
動
方
針
の
変
更
に
及
ぶ
こ

と
も
あ
り
、
継
続
検
討
に
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

★
最
新
の
「
障
害
福
祉
制
度
の

動
向
」
に
つ
い
て

総
会
後
に
全
施
連
と
し
て
、
今
後

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
家
族
会
の
活
性
化
や
、
高
齢
で
障

害
の
あ
る
方
々
の
“
生
活
の
場
“
問

題
を
中
心
に
情
報
交
換
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

H
26
年
度
の
活
動
の
中
採
り
上
げ

て
き
た
①
65
歳
問
題
～
自
立
支
援

給
付
の
併
用
等
，
②
施
設
利
用
契
約

～
３
か
月
以
上
の
入
院
対
応
等
、
③

配
置
医
師
問
題
～
配
置
医
師
を
置
か

な
い
選
択
等
な
ど
今
後
の
重
要
な
問

題
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
と
諸
問
題

の
解
決
に
関
し
、
全
員
参
加
に
よ
る

議
論
と
な
り
ま
し
た
。

全
施
連
は
、
全
て
の
知
的
障
害
の

あ
る
人
た
ち
の
た
め
に
果
た
す
べ
き

役
割
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
役
割
の
ひ
と
つ
は
知
的
障
害

者
の
人
権
を
守
る
た
め
に
、
障
害
福

祉
政
策
に
関
す
る
見
解
や
知
識
を
持

ち
、
そ
の
前
進
に
努
め
る
団
体
で
あ

り
、
も
う
一
つ
は
新
た
な
問
題
が
起

き
た
場
合
に
、
そ
れ
を
敏
感
に
理
解

し
反
応
で
き
る
団
体
で
あ
る
こ
と
が

重
要
だ
と
再
確
認
し
ま
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
た
め
に
も
各
県
連
、
ブ
ロ
ッ

ク
毎
に
そ
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ

う
な
、
日
頃
の
研
究
と
意
見
交
換
の

場
が
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

第
３
議
案

役
員
改
選

先
に
理
事
会
で
選
任
さ
れ
た
理

事
長
か
ら
本
年
の
役
員
候
補
者
が

示
さ
れ
、
副
理
事
長
岩
本
邦
雄

氏
・
南

守
氏
・
石
川
誼
氏
の
再

任
と
会
計
監
査
人
に
岡
崎
茂
喜

氏
・
伊
藤
憲
一
氏
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

第
４
号
議
案

H
27
年
度
事
業
計
画
案

Ｈ
27
年
度
事
業
計
画
案
に
つ

い
て
は

①

Ｐ
Ｔ
会
議
を
再
開
し
、
全
施

連
提
言
Ⅱ
を
解
説
版
付
き
で
作
成

す
る
。

②
障
害
者
総
合
支
援
法
の
検
証

と
、
全
施
連
請
願
４
項
目
の
具
体

化
と
新
請
願
を
作
成
す
る
。

③

虐
待
と
成
年
後
見
制
度
に
絞

っ
て
検
証
し
、
結
果
を
集
約
の
上

そ
の
実
現
に
集
中
し
て
取
組
む
と

い
う
提
案
が
あ
り
、
質
疑
応
答
の

後
最
終
的
に
は
事
業
計
画
案
は
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
５
号
議
案

H

27
年
度
会
計
予
算
案

Ｈ
27
年
度
予
算
案
は
、
質
疑
の

う
え
提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

全国の仲間の皆さん横浜でお会いしましょう！

第１１回 全施連全国大会 in 神奈川
【大会テーマ】

『知的障害のある人にとって最適な生活の場とは！』
～障害の多様性さらにはライフステージに

         応じた生活の場を考える～

日 時：平成 27 年 10 月 20 日(火) ：12 時 10 分開会～

10 月 21 日(水)：12 時閉会

会  場：ローズホテル横浜  
参加費：6,000 円、交流会費：7,000 円

Ｈ
27
年
度
Ｐ
Ｔ
会
議
第
１
回
の
予
定

日
時
：
Ｈ
27
年
９
月
13
日
（
日
）

     

12
時
～
18
時
（
宿
泊
予
定
）

会
場
：
ラ
イ
フ
ォ
ー
ト
ホ
テ
ル
札
幌

参
加
予
定
者
：
全
施
連
顧
問
（
複
数
人
）

正
副
理
事
長

北
海
道
道
連
他
希
望
者   

（
都
道
府
県
費
用
負
担
）      

全施連ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://zenshiren.web.fc2.com/   ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ h-kazoku-net@alpha.ocn.ne.jp



全
施
連

ニ
ュ
ー
ス

発 行 者
一般社団法人

全国知的障害者施設家族会連合会
理事長 由 岐  透
編   集
全施連広報部会
住  所
〒650-0016

神戸市中央区橘通 3-4-1
神戸市立総合福祉センター内

078-371-3930

全施連第４回社員総会
開催される！

平成 27 年 6 月 9(火)～10 日（水）大阪ガーデンパレスホテル

由
岐
理
事
長
挨
拶

由
岐
理
事
長
は
総
会
の
冒
頭
、
日
頃
の

県
連
活
動
と
総
会
成
立
に
お
礼
の
言
葉

を
述
べ
た
後
、
「
最
近
の
情
勢
は
、
障
害

者
自
立
支
援
法
が
障
害
者
総
合
支
援
法

に
改
定
さ
れ
て
か
ら
は
、
多
く
の
障
害
者

団
体
は
ほ
と
ん
ど
障
害
福
祉
政
策
の
基

本
議
論
を
し
て
い
ま
せ
ん
。
全
施
連
は
前

政
権
時
代
に
政
権
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
団

体
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

れ
以
降
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
団
体
と
し
て
呼

ば
れ
て
い
ま
せ
ん
。

我
々
は
障
害
者
自
立
支
援
法
に
反
対
し

て
、
そ
の
後
も
一
貫
し
て
障
害
者
自
立
支
援

法
の
根
幹
で
あ
る
諸
問
題
（
障
害
程
度
区

分
、
契
約
方
式
・
報
酬
体
系
等
）
に
意
見
を

言
っ
て
き
ま
し
た
。
障
害
者
基
本
法
一
部
改

正
に
始
ま
り
差
別
解
消
法
の
制
定
、
今
年
１

月
に
は
国
連
障
害
者
権
利
条
約
の
批
准
が
、

多
く
の
方
々
の
支
援
と
努
力
で
出
来
ま
し

た
。し

か
し
、
こ
の
内
容
を
障
害
の
あ
る
人
達

の
生
活
の
場
で
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は

国
内
法
の
整
備
や
社
会
の
支
援
等
が
必
要

で
す
。
ま
だ
か
な
り
の
努
力
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。
国
の
福
祉
制
度
の
検
討
を
見
る

と
、
現
状
で
は
大
き
な
企
画
や
改
善
が
み
ら

れ
ず
、
ま
だ
ま
だ
か
な
り
の
努
力
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
」
と
厳
し
い
認
識
を
示
し
ま
し

た
。ま

た
、
「
現
在
、
国
が
進
め
て
い
る
障
害

者
支
援
区
分
の
改
定
や
知
的
障
害
者
の
意

思
疎
通
な
ど
の
具
体
的
な
制
度
検
討
の
内

容
を
見
て
も
、
障
害
の
あ
る
人
達
や
家
族
の

要
望
が
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
と
思
っ

て
お
り
、
全
施
連
が
も
っ
と
何
が
必
要
か
を

強
く
主
張
し
な
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
組
織
強

化
の
方
向
を
強
調
し
ま
し
た
。

H
27
年
度
社
員
総
会
議
事

議
事
は
、
由
岐
理
事
長
が
議
長
と
な
り
、

以
下
の
５
つ
の
議
案
に
つ
い
て
、
全
国
の
理

事
並
び
に
代
議
員
参
加
の
も
と
に
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

全
施
連
H
27
年
度
社
員
総
会
が
大
阪

市
で
開
催
さ
れ
、
初
日
は
総
会
議
事
の
審

議
と
「
障
害
福
祉
制
度
の
最
新
の
動
向
と

取
組
み
」
に
関
す
る
報
告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。２

日
目
は
前
日
に
引
き
続
き
情
報
提

供
と
意
見
交
換
と
各
県
連
の
現
状
課
題

な
ら
び
に
情
報
交
換
を
行
い
、
相
互
認
識

を
深
め
ま
し
た
。

  第 11 号                           平成 27 年７月 6 日（１）

第
１
号
議
案

H
26
年
度
活
動
報
告

冒
頭
、
障
害
福
祉
施
策
に
関
し
て
、
我
々
を
取

り
巻
く
国
の
障
害
福
祉
検
討
に
関
す
る
情
勢
分

析
の
た
め
に
、
外
部
情
勢
の
調
査
を
行
っ
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

Ｈ
26
年
度
活
動
報
告
が
行
わ
れ
、
目
標
と
し
た

活
動
計
画
の
障
害
支
援
区
分
と
サ
ー
ビ
ス
等
利

用
計
画
、
配
置
医
師
、
65
歳
問
題
、
成
年
後
見
制

度
改
革
と
意
志
決
定
支
援
、
虐
待

防
止
、
全
施

連
の
提
言
活
用
、
全
施
連
の
組
織
拡
大
・
強
化
に

つ
い
て
は
、
成
果
を
上
げ
た
も
の
も
あ
る
が
、
全

て
を
実
現
す
る
こ
と
は
出
来
ず
、
課
題
が
残
り
今

後
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
行
く
必
要
が
あ
る
と

い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

そ
の
後
、
出
席
し
た
代
議
員
か
ら
最
近
報
告
さ

れ
た
山
口
県
の
虐
待
事
件
を
な
く
す
た
め
に
ど

う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
ま
た
、
各
県
に
よ
る

施
策
展
開
の
違
い
な
ど
へ
の
対
応
等
に
つ
い
て

執
行
部
が
ど
う
取
り
組
ん
で
行
く
の
か
等
の
質

疑
が
あ
り
ま
し
た
。
執
行
部
か
ら
は
何
が
出
来

て
、
何
が
出
来
な
か
っ
た
か
の
再
検
討
を
行
い
、

努
力
を
続
け
て
行
き
た
い
と
の
回
答
が
あ
り
、
活

動
報
告
は
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
号
議
案

H
26
年
度
会
計
報
告
・
同
監
査
報
告

26
年
度
決
算
書
と
同
監
査
報
告
は
、
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た


